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  第 6章では、貧しく厳しい環境から、尊厳のある生活を手に入れることができた若い女
性たちの、教育、コミュニティについての意見、そして彼らの経験をまとめた。これは主に、

















< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
成人教育の領域では途上国のノンフォーマルの役割への期待が大きい。したがって、
UNESSCOなど国際機関による政策・施策の取り組みも活発に展開されている。しかしなが
ら、その効果やプロセスに関する学術的研究は十分とは言えない現状もある。本研究は、
インドにおけるノンフォーマル教育が女性のエンパワーメントにどのように寄与している
のか、という課題に取り組む実証的研究である。とりわけ、非営利組織であるチャリティ
団体や NGOなどの機関がどのような役割を果たしているのかを鮮やかに描き出すことに成
功している。 
 本研究の学術的意義として次の３点を指摘できよう。 
 第１に、インド女性のエンパワーメントにおいて、事例とした非営利組織が運営する看
護系の学校が重要な役割を果たしていることを明らかにするとともに、その女性たちがど
のように、この機会にたどり着くことができるのかを追跡することにより、NGO組織が貧
困の中にある女性たちへの教育的支援を通して進路を切り開いていることを確認すること
に成功している。これは学術的にも、重要な実証的知見として評価できる。 
 第２に、この基盤として、村の住民、とりわけ少女たちの親への教育への理解を得るた
めの働きかけが重要な側面であることをつかんだことも特筆すべき点である。つまり、成
人教育の役割が大切なことを確認している。 
 第３に、インドは筆者の出身国ではあるが、この調査は、看護教育を提供するミッショ
ンの運営者、NGOの幹部との信頼関係を築くことを通して初めて可能となっている。とく
に貧困な地帯の村へのアクセスは危険をともなう旅となる。これを乗り越えるべく NGOの
理解と協力を得ることによって調査は実施された。長期にわたる、かつ困難な調査のプロ
セスが必要であったなかでの成果出会ったことも評価されて良い。 
 女性たちのライフコースを通して、より長期のプロセスをつかむ分析が必要であるこ
と、また、貧困村の住民たちへのヒヤリングがあれば、より重層的な実証ができたはずで
はある。しかしながら、この研究は、国際的視野から見ても、学術的に貴重な研究として
評価することができる。よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。 
